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生じやすい｡空間設計がその時間内にその時代の人間の ｢教育環境｣として実現するとは限らない｡学生 ･学者 ･現
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:-___;_ ~ -_至 : I-
くBeing存在への階層的と和合的見方 :研究アプローチの西欧的科学性と和の自文化的関係性)
A.phisical物的身体性･もの B.mental知的精神性･あたま･こころ C.social社会性 (人間関係性)か
かわり C～D.spirituality霊性､物質と精神の自己統合力､たま
近年の知のパラダイム (トマスクーン 1976)は､機械論的生命観からシステム論的生命観 (カプラ 1986)やホ
リスティックな生命観へ､分析的要素還元的機械論 (原子論)から総合的全包括的生命論 (関係論)の模索へ､及び､


















う ｢天 ･地 ･人｣｢知情意｣のバランスがその人の中で繋がり､円還しやすい空間であろう｡身体性 ･物質性に限定








嶋 2001)､現在は各国多様な自らの文化 ･精神史 ･学問体系 ･価値体系を問われつつ ｢スピリチュアリティ｣とは
何かを答えていく時期である｡鈴木大拙 (1972､1944著)によると､霊性は､物質と精神の二元社会に必要な統合力
をいう｡西欧化科学化社会と身を一つにして生きなければならない戦後の日本人に向けての呈示であったという｡こ
の東洋人の発想が､WHOにヒントを蘭している (中嶋 ･小田 2001)｡医学医療は本来その国の学問のバランスあ
る統合であり､その時代の高等教育 ･研究者 ･知識知恵ある人々が志向する人間観に拠る所が多い｡





































































ふるさと 温故知新 懐かしさ 人間性の解放と意識の開放
自己統合力 中心力の気づき 自分を取り戻す





































在型 ･顕示型教育 ･情報提供型教育 ･リーダー:指揮指導によるリー ダーシップ (すずめの学校型)
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(○)秤-キリスト十字架-輪の中心 (無の空間)-学生の全身-向き合う-真理内在型 ･創造的共育 ･情報交


















小野寺 (2002)によると超越的内在より内在的超越 (西田)､自己超越的という内在 (粕谷)へのシフトであり､
｢無の場所｣はキリスト教の観点からは ｢聖霊 (神)の働く響存的世界｣だという｡人間の実感する時空間における





の本質)Spirituality､日本語の霊性 ･いのち･魂 ･根は､論理的言語より体言 (名詞)や単音､音 ･色彩語 ･香･

















資料-3 く受講生の反応) 2002.7 学生による授業フィードバックと自己評価点検より｡
受講科目名 ｢人間の尊厳科目:いのちとことば｣･｢テーマ科目:異文化との出会い:日本との出会い｣




























見 られる (資料 3)｡空間メッセージのある教室､又は､いのちへの気づきゃ､人とのかかわりの生 まれやすい教育
環境となる空間の性格が受講生 自身にとっては生かされている｡
教育的効果は日常性から非 日常性への離脱時の集中力 ･直観力による｡非 日常ではあるがそこでの自分は非現実で
はない (山口真人､人間関係科 1990)｡ これらの声やうなずきは､本来の自分の本質を表明する声であり､｢畳の部
屋は 『やっぱりいい』ですね｣ という現代にとっての目新 しさ､非 日常性の斎す意識の覚醒 とも取れる｡ ｢大学なの
に-･-｣ という学生の学校教育通念 自体が解体 していくことか らの学びもある｡学生 ･学者 ･教職員構成メンバー同
士は一つの社会単位でありなが ら社会から隔離されて知的行為が守 られ保護確保された小集団で､同じ時空間での共
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